
特

集

Special

feature
1

人
間
と
社
会
の
今
と
こ
れ
か
ら
を 

13
の
視
点
か
ら
考
え
ま
す

文
学
部
に
は
、
国
文
学
・
英
語
文
学
文
化
・

ド
イ
ツ
語
文
学
文
化
・フ
ラ
ン
ス
語
文
学
文
化
・

中
国
言
語
文
化
・
日
本
史
学
・
東
洋
史
学
・

西
洋
史
学
・
哲
学
・
社
会
学
・
社
会
情
報
学
・

教
育
学
・
心
理
学
の
13
の
専
攻
が
あ
り
ま
す
。

文
学
部
の
特
徴
は
き
め
細
や
か
な
深
い
学

び
で
す
。
学
生
は
基
礎
演
習
や
専
門
演
習
な

ど
の
少
人
数
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
専
門
分
野

の
研
究
能
力
を
磨
き
ま
す
。同
時
に
、他
専
攻

の
科
目
の
中
か
ら
も
自
分
に
必
要
な
授
業
を

自
ら
選
ん
で
学
ぶ
こ
と
で
、
幅
広
い
教
養
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
７
０
０

に
迫
る
多
彩
な
専
門
科
目
の
ほ
ぼ
半
数
が
専

攻
の
枠
を
超
え
て
履
修
可
能
で
す
。

文
学
部
の
学
び
は
多
様
で
す
。
現
代
に
特

有
の
文
化
現
象
や
社
会
現
象
を
考
察
す
る
こ

と
も
で
き
れ
ば
、人
間
と
社
会
の
あ
り
方
を
、

歴
史
を
遡
っ
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
分
の
選
ん
だ
研
究
課
題
に
応
じ
て
、
緻
密

な
文
献
講
読
・
調
査
か
ら
学
外
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
い
た
る
ま
で
、
問
題
解
決
の
方

法
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
の
多
様
性
の
中
で
も
す
べ
て
の
専
攻
に

共
通
す
る
の
は
、
教
養
に
支
え
ら
れ
た
専
門

知
を
も
つ
こ
と
で
、
世
界
の
急
激
な
変
化
や

多
様
化
に
対
応
で
き
る
人
材
と
し
て
社
会
に

羽
ば
た
く
準
備
が
整
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
文
学
部
で
の
学
び
の
成
果
は
98
％
を

超
え
る
高
い
就
職
率
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

［
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
］�

宇
佐
美 

毅 

教
授

研
究
テ
ー
マ
は
多
種
多
様 

小
説
、
映
画
、
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
な

ど
な
ど
…
…
で
も
ガ
チ
ゼ
ミ
で
す
！

文
学
部
の
な
か
で
も
、
ゼ
ミ
制
度
は
専
攻

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
国
文
学
専
攻
で

は
、
同
じ
履
修
者
に
よ
る
３
年
生
、
４
年
生

合
同
の
２
年
連
続
ゼ
ミ
が
必
修
で
す
。
他
の

多
く
の
半
年
授
業
科
目
と
は
違
っ
て
、
ま
る

で
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
一
体
感
が
出
て
き
ま

す
。
さ
ら
に
宇
佐
美
ゼ
ミ
で
は
、ゼ
ミ
合
宿
、

懇
親
会
、
報
告
集
制
作
と
、
ゼ
ミ
生
同
士
が

協
力
し
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
そ
れ
を

通
じ
て
よ
り
一
層
結
束
が
固
ま
り
ま
す
。
そ

の
せ
い
か
、
研
究
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
が
、

「
宇
佐
美
ゼ
ミ
は
ガ
チ
ゼ
ミ
」
と
の
定
評
も

あ
る
そ
う
で
す
。
で
も
、
ガ
チ
じ
ゃ
な
い
ゼ

ミ
っ
て
ゼ
ミ
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
せ
っ
か
く

大
学
で
学
ぶ
な
ら
、
ガ
チ
で
勉
強
し
て
、
ガ

チ
で
楽
し
も
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

国
文
学
専
攻

少
人
数
の
ゼ
ミ
で 

専
門
分
野
の
知
を 

究
め
る

中
央
大
学
文
学
部
に
は
、
人
文

社
会
科
学
の
多
様
な
学
問
領
域
を

カ
バ
ー
す
る
13
の
専
攻
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
時
代
を

超
え
た
人
間
と
社
会
の
あ
り
方
を

探
求
し
て
い
ま
す
。
深
い
専
門
知

識
と
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、
学
生
は
ど
の
よ
う
に
学

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
13
専
攻
の
特
徴
的
な
ゼ

ミ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ゼミ合宿恒例バレーボール大会

What’s
New!
文学部
Faculty  of  Let ter s
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W
hat’s N

ew
!  

文
学
部

［
英
文
専
門
演
習
］�

木
村 

明
日
香 

助
教

４
０
０
年
の
時
空
を
超
え
ら
れ
る
か
？ 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
通
じ
て 

現
代
社
会
を
問
う

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
毎
年
１
本
取
り
上

げ
、
堅
固
な
言
葉
の
壁
を
辞
書
や
注
釈
本
を

頼
り
に
乗
り
越
え
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
16
〜
17
世
紀
イ
ギ
リ
ス

の
作
家
で
す
か
ら
、
21
世
紀
の
日
本
に
住
む

ゼ
ミ
生
た
ち
に
は
遠
い
存
在
に
見
え
ま
す

が
、
彼
ら
が
精
読
と
い
う
伝
統
的
な
手
法
を

と
り
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
実
生
活
や
現
代
日

本
の
あ
り
方
と
絡
め
て
作
品
を
読
み
解
く
柔

軟
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
２
０
１
９
年
度

は
二
つ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
行
き
来
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
自
分
の
性
の
あ
り
方
に
小
さ
な
疑
問
を

抱
い
て
い
る
学
生
や
、
異
性
っ
ぽ
く
振
る
舞

う
こ
と
に
興
味
の
あ
る
学
生
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
当
ゼ
ミ
の
最
大
の
特
徴
は
個
性
豊
か

な
ゼ
ミ
生
た
ち
に
あ
り
、
教
員
の
仕
事
は
自

由
な
発
言
を
促
す
雰
囲
気
作
り
に
あ
り
ま

す
。
古
い
英
語
を
丹
念
に
読
み
解
く
の
が
得

意
な
学
生
、
豊
富
な
演
技
経
験
を
披
露
で
き

る
学
生
な
ど
個
々
の
良
さ
を
引
き
出
し
な
が

ら
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
通
じ
て
人
や
社
会

と
つ
な
が
り
、
自
分
た
ち
の
さ
ら
な
る
可
能

性
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

［
ゼ
ミ
演
習
］�

羽
根 

礼
華 

准
教
授

学
ん
だ
知
識
を
フ
ル
活
用
し
て 

文
学
を
読
む

私
た
ち
の
ゼ
ミ
演
習
で
は
、
実
践
を
通
し

て
文
学
研
究
の
方
法
を
身
に
つ
け
ま
す
。
学

生
の
口
頭
発
表
や
、
学
生
が
立
て
た
問
い
を

出
発
点
と
す
る
議
論
は
、授
業
の
根
幹
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
ド
イ
ツ
語
は
、
専
門
文

献
を
読
む
手
段
と
な
り
ま
す
。
２
０
１
９
年

度
の
授
業
で
扱
う
ク
ラ
イ
ス
ト
の
『
ペ
ン
テ

ジ
レ
ー
ア
』は
、ギ
リ
シ
ア
神
話
に
取
材
し
た

戯
曲
で
す
が
、
登
場
人
物
の
性
格
は
19
世
紀

初
頭
の
ド
イ
ツ
社
会
に
流
布
し
て
い
た
男
女

の
イ
メ
ー
ジ
と
関
わ
り
を
持
ち
、
そ
の
分
析

は
現
代
の
文
化
・
社
会
の
考
察
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。１
・
２
年
次
の
授
業
で
学
ん
だ
ギ
リ

シ
ア
・
ロ
ー
マ
文
化
や
ド
イ
ツ
の
歴
史
・
社

会
の
知
識
、
比
較
研
究
の
視
座
が
、
テ
ク
ス

ト
の
分
析
と
解
釈
に
活
き
て
く
る
の
で
す
。

［
仏
文
専
門
演
習
］ミ

カ
エ
ル
・
フ
ェ
リ
エ 

教
授

世
界
の
な
か
の
フ
ラ
ン
ス
語
文
学
、

フ
ラ
ン
ス
以
外
の
フ
ラ
ン
ス
語
文
学

を
発
見
す
る—

多
様
性
、
混
血
性
、

新
た
な
語
り
の
形

フ
ェ
リ
エ
ゼ
ミ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
フ

ラ
ン
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
）、
ア
フ
リ
カ

（
マ
グ
レ
ブ
諸
国
、
セ
ネ
ガ
ル
な
ど
）、
北
ア

メ
リ
カ
（
ケ
ベ
ッ
ク
な
ど
）、ア
ジ
ア
（
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
）、カ
リ
ブ
海
域
（
マ
ル
チ
ニ
ー
ク

な
ど
）、
イ
ン
ド
洋
地
域
（
レ
ユ
ニ
オ
ン
な

ど
）
の
フ
ラ
ン
ス
語
表
現
の
現
代
作
家
た
ち

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
つ
い
て
、

言
語
・
経
済
・
文
化
の
状
況
を
紹
介
し
た
う

え
で
、
彼
ら
の
作
品
を
抜
粋
で
読
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
が
フ
ラ

ン
ス
語
表
現
に
も
た
ら
し
た
豊
饒
さ
と
新
た

な
可
能
性
（
多
言
語
状
況
、
新
た
な
語
り
の

形
）、
問
い
か
け
（
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
、
多
様
性
、
混
血
性
）
を
発
見
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

［
中
国
近
現
代
文
学
演
習
］�

飯
塚 

容 

教
授

中
国
現
代
演
劇
の
脚
本
を 

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
演
じ
る

中
国
で
は
、
西
洋
近
代
劇
の
影
響
を
受
け

て
成
立
し
た
現
代
演
劇
を
「
話
劇
」
と
呼
び

ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
ま
ず
話
劇
脚
本
の

日
本
語
訳
を
音
読
し
ま
す
。
履
修
者
は
10
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

役
柄
を
演
じ
る
の
で
す
。
最
初
は
感
情
を
込

め
て
セ
リ
フ
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
慣
れ
て
く
る
と
演
劇
の
楽
し
さ
を
知
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
次
は
原
文
に
よ
る
読
み

合
わ
せ
で
す
。
難
易
度
は
ぐ
っ
と
上
が
り
ま

す
が
、
生
き
た
中
国
語
表
現
に
触
れ
て
会
話

能
力
が
向
上
し

ま
す
。
最
後
は

各
人
が
レ
ポ
ー

ト
を
ま
と
め
ま

す
。
劇
作
家
や

演
出
家
の
意

図
、
上
演
状
況

と
反
響
、
欧
米

や
日
本
の
演
劇

と
の
比
較
な
ど

を
通
じ
て
、
中

国
の
歴
史
、
文

化
、
社
会
へ
の

理
解
が
深
ま
る

で
し
ょ
う
。

英
語
文
学
文
化
専
攻

ド
イ
ツ
語
文
学
文
化
専
攻

フ
ラ
ン
ス
語
文
学
文
化
専
攻

中
国
言
語
文
化
専
攻

授業で扱う文献の一部

フェリエゼミの授業風景

脚本読み合わせの様子
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［
哲
学
演
習
］�

大
川 

真 

准
教
授

自
分
の
内
な
る
《
こ
だ
わ
り
》
を 

他
者
に
開
示
し
、
合
宿
を
通
じ
て 

徹
底
的
に
語
り
合
う

都
心
の
他
大
と
比
べ
、
中
大
の
学
生
た
ち

は
と
て
も
真
面
目
で
シ
ャ
イ
な
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
哲
学
専
攻
は
輪
を
か
け
て
そ
の
傾

向
が
顕
著
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
基
本
的
に

哲
学
と
い
う
学
問
は
、
思
想
家
が
遺
し
た
文

章
群
に
対
し
て
徹
底
的
に
孤
独
に
な
っ
て
向

き
合
う
作
業
で
す
。
し
か
し
、
他
者
に
対
し

て
自
分
の
思
考
の
軌
跡
を
示
し
て
い
く
こ
と

も
、
自
ら
の
思
想
を
鍛
錬
す
る
意
味
で
と
て

も
重
要
で
す
。
大
川
ゼ
ミ（
卒
業
論
文
ゼ
ミ
）

で
は
、２
泊
３
日
の
合
宿
を
通
じ
て
、３
年
生

に
は
研
究
構
想

を
、
４
年
生
に

は
研
究
成
果
を

発
表
し
て
も
ら

い
ま
す
。
ま
た

寝
食
を
と
も
に

し
て
、
互
い
の

趣
味
や
世
界
観

を
和
気
藹
々
、

と
き
に
は
真
面

目
に
語
り
合

い
、
ゼ
ミ
生
同

士
の
連
帯
と
結

束
を
強
め
て
い

き
ま
す
。

［
西
洋
史
学
特
別
演
習
］�

松
本 

悠
子 

教
授

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
世
界
の
中
で

自
分
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
、 

歴
史
を
学
び
、
世
界
を
見
直
そ
う

西
洋
史
学
専
攻
で
は
、
５
人
の
専
任
教
員

が
３
年
生
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
演
習

（
ゼ
ミ
）を
開
講
し
て
い
ま
す
。私
の
ゼ
ミ
は
、

私
の
専
門
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
現
代
史
が
中
心

で
す
が
、
時
代
的
に
も
地
域
的
に
も
限
定
す

る
こ
と
な
く
、
多
様
な
学
生
の
興
味
を
大
切

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年

度
の
ゼ
ミ
で
も
、
学
生
の
テ
ー
マ
は
冷
戦
、

少
数
民
族
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
歴
史
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
学

生
は
各
自
の
研
究
を
発
表
し
、
互
い
に
議
論

を
重
ね
、
一
人
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
視
点

や
分
析
方
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
確

実
な
情
報
を
見
分
け
、
分
析
す
る
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
は
、歴
史
を
学
ぶ
大
き
な
利
点
で
す
。

［
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
史
演
習
］�

松
田 

俊
道 

教
授

ゼ
ミ
生
同
士
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て

意
見
交
換 

知
的
好
奇
心
が
生
み
出
す 

最
良
の
成
果
を
卒
業
論
文
に

ゼ
ミ
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
中
東
の
イ
ス

ラ
ー
ム
史
で
す
。
履
修
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
問
題
関
心
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま

す
。
そ
れ
に
沿
っ
て
学
ん
だ
成
果
を
発
表
す

る
と
、
ゼ
ミ
生
同
士
が
知
的
好
奇
心
を
発
揮

し
て
鋭
い
意
見
交
換
を
始
め
ま
す
。
そ
の
繰

り
返
し
に
よ
り
、
研
究
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま

す
。ま
た
、エ
ジ
プ
ト
や
ト
ル
コ
な
ど
の
国
々

を
ゼ
ミ
生
が
訪
問
し
て
帰
国
後
に
体
験
談
を

語
り
、
そ
の
文
化
に
も
触
れ
る
機
会
が
多
く

あ
り
ま
す
。
夏
休
み
に
は
野
尻
湖
に
あ
る
大

学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
合
宿
を
行
っ
て
い

ま
す
。
普
段
よ

り
も
長
時
間
の

ゼ
ミ
を
行
い
ま

す
が
、
野
尻
湖

周
辺
の
散
策
な

ど
も
行
っ
て
３

年
生
と
４
年
生

が
交
流
を
深
め

ま
す
。
語
学
力

を
つ
け
て
ア
ラ

ビ
ア
語
の
史
料

を
読
ん
だ
り
も

し
ま
す
。

［
日
本
史
演
習
］�

宮
間 

純
一 

准
教
授

歴
史
資
料
と
対
話
し
な
が
ら 

〈
い
ま
〉
を
考
え
る
た
め
に 

過
去
を
検
証
す
る

歴
史
学
は
、
遠
い
昔
の
こ
と
を
ひ
た
す
ら

探
求
す
る
印
象
を
も
た
れ
が
ち
で
す
。
あ
る

面
で
は
そ
の
通
り
で
す
が
、
取
り
組
む
テ
ー

マ
は
興
味
本
位
に
選
択
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
私
た
ち
が
〈
い
ま
〉
を
考
え
る
た
め
に

研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
か
ら
選
ば

れ
ま
す
。
日
本
近
代
史
の
ゼ
ミ
で
は
、〈
い

ま
〉
を
見
据
え
な
が
ら
、
各
自
が
主
体
的
に

設
定
し
た
テ
ー
マ
を
、
歴
史
資
料
と
向
き
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
多

様
な
資
料
に
触
れ
、
対
象
地
域
や
事
件
の
現

場
を
訪
れ
、
そ
の
成
果
を
ゼ
ミ
で
報
告
し
、

卒
業
論
文
を
執
筆
し
ま
す
。
卒
論
の
作
成
過

程
で
生
じ
た
葛
藤
や
、
歴
史
資
料
が
教
え
て

く
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
社
会
を
見
る
目
を

確
実
に
養
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

哲
学
専
攻

西
洋
史
学
専
攻

東
洋
史
学
専
攻

日
本
史
学
専
攻

歴史の一コマ。1913 年 3月 3日、アメリカ
合衆国・ワシントンDCの女性参政権を求め
る行進。アメリカの象徴の女神コロンビアに
扮して

地
域
に
伝
わ
っ
た
明
治
元
年
の
古
文
書

（
関
家
文
書
イ
16
、千
葉
県
文
書
館
蔵
）

豊富なアラビア語史料とゼミ生たち

ゼミ合宿での発表の様子（2019年2月、石和温泉にて）

04



W
hat’s N

ew
!  

文
学
部

［
社
会
情
報
学
演
習
］�

辻 

泉 

教
授

グ
ロ
ー
カ
ル
化
す
る
日
本
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
文
化
に
つ
い
て
、
学
生
た
ち
が

「
ガ
チ
」
で
掘
り
下
げ
る
ゼ
ミ

辻
ゼ
ミ
の
目
的
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
の

実
態
を
通
し
て
現
代
社
会
を
理
解
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
よ
う
に
、
ご
く
身
近
な
現
象
か

ら
社
会
全
体
を
見
通
し
て
い
く
こ
と
が
、
文

化
社
会
学
の
醍
醐
味
で
す
。

オ
タ
ク
や
フ
ァ
ン
と
い
わ
れ
る
人
々
に
典

型
的
で
あ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
に
接
し
な
が
ら
モ
ノ
や
情
報
を
消
費
し
つ

つ
、
仲
間
と
と
も
に
そ
れ
を
楽
し
む
と
い
っ

た
ふ
る
ま
い
は
、
今
日
の
社
会
を
生
き
る
多

く
の
人
々
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
す
。

た
だ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
と
は
楽
し
い
も

の
で
す
が
、
辻
ゼ
ミ
で
は
そ
れ
を
楽
し
ん
で

終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

研
究
対
象
と
し
て
、学
生
と
教
員
が
と
も
に
、

大
真
面
目
に
そ
の
実
態
分
析
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

［
社
会
学
演
習
］�

矢
野 

善
郎 

教
授

活
発
な
議
論
を
通
し
て 

次
の
社
会
を
構
想
す
る
人
間
を 

送
り
出
す

ゼ
ミ
の
看
板
は
、理
論
と
議
論
。年
度
末
の

公
開
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
伝
統（
た
と
え
ば「
日
本

の
労
働
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
、
班
ご
と
の

構
想
の
是
非
を
争
い
合
う
）。夏
も
デ
ィ
ベ
ー

ト
漬
け
の
合
宿
。
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
と
連
動
し
、
韓
国
・
台
湾
・
タ

イ
な
ど
の
大
学
を
訪
問
。
社
会
を
比
較
す
る

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
英
語
・
日
本
語
で
行
う
。
日

頃
は
卒
論
に
向
け
て
の
各
自
の
発
表
。
テ
ー

マ
は
制
約
な
し
な
の
で
毎
回
異
な
る
が
、
議

論
は
い
つ
も
活
発
。
ゼ
ミ
全
体
が
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
を
提
供
し
、発
表
者
を
手
助
け
す
る
。

ハ
ー
ド
と
も

言
え
る
ゼ
ミ

活
動
。
特
に

デ
ィ
ベ
ー
ト

は
事
前
準
備

が
必
要
。
だ

が
、
学
生
が

自
ら
選
ん
だ

ゼ
ミ
長
を
筆

頭
に
食
ら
い

つ
い
て
き
て

く
れ
る
。
頼

も
し
い
。

［
教
育
実
地
研
究
］�

鳥
光 

美
緒
子 

教
授

自
ら
設
定
し
た
教
育
問
題
を 

地
域
の
実
情
に
即
し
て 

追
究
す
る

３
年
次
、
必
修
、
通
年
の
授
業
で
す
。
専

攻
の
教
員
全
員
が
担
当
し
ま
す
。

全
国
の
都
道
府
県
か
ら
、
学
生
た
ち
自
身

の
討
議
で
一
つ
の
地
域
を
選
び
、
調
査
す
る

テ
ー
マ
を
決
定
し
ま
す
。

テ
ー
マ
が
決
ま
る
と
、
今
度
は
テ
ー
マ
ご

と
に
編
成
さ
れ
た
班
に
分
か
れ
て
、
問
題
設

定
を
練
り
上
げ
、
訪
問
先
を
決
定
し
、
先
方

と
の
や
り
取
り
を
し
て
、
訪
問
日
程
を
決
め

ま
す
。
訪
問
す
る
の
は
例
年
、
６
月
最
終
週

の
一
週
間
。
戻
っ
て
く
る
と
今
度
は
、
報
告

書
の
作
成
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

調
査
研
究
の
初
歩
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な

く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
社
会
的
な
訓
練
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
で
得
た
知
見
が

卒
論
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

［
心
理
学
特
殊
研
究
］�

兵
藤 

宗
吉 

教
授

や
る
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
や
る
、 

楽
し
む
と
こ
ろ
は 

と
こ
と
ん
楽
し
む
ゼ
ミ

兵
藤
ゼ
ミ
で
は
、
記
憶
・
感
情
・
言
語
の

分
野
に
注
目
し
、
実
験
を
主
と
し
た
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
３
年
次
に
は
グ
ル
ー
プ
研

究
や
卒
論
に
関
わ
る
個
人
研
究
を
行
い
、
４

年
次
に
は
３
年
次
に
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に

卒
論
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

授
業
外
の
活
動
と
し
て
は
、ゼ
ミ
生
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
に
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
た
り
、夏
休
み
に
は
東
京
を
離
れ
て

ゼ
ミ
合
宿
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。授
業
自
体
は

楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
研
究
チ
ー
ム
（
兵

藤
や
院
生
）
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
と
て
も
し
っ

か
り
し
て
い
る

の
で
、
不
安
な

こ
と
は
す
ぐ

に
相
談
で
き
ま

す
。
研
究
は
大

変
で
す
が
、
自

分
の
期
待
し
た

結
果
が
出
た
瞬

間
、
喜
び
や
楽

し
さ
に
変
わ
り

ま
す
。

社
会
情
報
学
専
攻

社
会
学
専
攻

教
育
学
専
攻

心
理
学
専
攻

ゼミではフィールドワークも推奨して
います（写真は、観光地化する渋谷ス
クランブル交差点）

韓国（ソウル・中央大学校）でのディベート風景

研究に取り組む兵藤ゼミ

三重県訪問に向けて討議中の多文化教育班
の学生たち
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専
攻
を
超
え
た
学
び
を
支
援
す
る 

新
し
い
演
習
を
開
設

横
断
型
の
学
び
で
幅
広
い
教
養
を

意
欲
の
あ
る
学
生
を
支
援
す
る 

文
学
部
独
自
の
奨
学
金
制
度

学
外
で
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

1

2

教
養
総
合
演
習

２
０
１
９
年
度
に
新
規
開
講
さ
れ
た
こ

の
科
目
は
、
専
攻
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

学
び
を
追
求
す
る
〝
専
攻
横
断
型
〟
の
演

習
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
専
攻
で
多
様
な
専

門
科
目
を
学
ぶ
学
生
が
受
講
し
、
受
講
生

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
の
専
門
家

と
し
て
参
加
し
ま
す
。
自
分
の
専
攻
で
得

た
知
識
や
研
究
手
法
を
活
か
し
な
が
ら
、

皆
で
一
つ
の
テ
ー
マ
を
考
え
て
い
く
な
か

で
、
異
な
る
視
角
や
意
見
に
触
れ
、
自
分

の
研
究
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
次
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
開
講

し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
／
移
民
・
難
民
研
究	

担
当
／
中
坂	

恵
美
子	

教
授

国
際
社
会
に
関
連
す
る
問
題
を
扱
い
、

本
年
度
は
、
国
境
を
越
え
た
人
の
移
動
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
と
日
本
の

移
民
・
難
民
の
歴
史
と
実
態
に
つ
い
て
概

観
的
に
と
ら
え
た
あ
と
、
受
講
生
の
関
心

に
合
わ
せ
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

複
雑
な
国
際
社
会
を
理
解
す
る
う
え
で

も
役
立
つ
、
基
本
的
な
知
識
や
多
面
的
な

考
え
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま

す
。

テ
ー
マ
／
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
社
会	

担
当
／
横
山	

佐
紀	

准
教
授

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
社
会
が
ど
の
よ
う
な

関
係
を
結
ん
で
い
る
の
か
を
、
文
献
講
読

を
通
じ
て
考
察
し
て
い
ま
す
。
講
読
は
日

本
語
の
文
献
を
取
り
上
げ
、
ま
た
、
実
際

に
美
術
館
な
ど
も
見
学
し
ま
す
。

美
術
館
、博
物
館
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
も

の
を
集
め
る
こ
と
）、展
示
な
ど
に
関
心
の

あ
る
学
生
に
お
す
す
め
の
演
習
で
す
。

文
学
部
で
は
在
学
中
に
留
学
や

調
査
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
む
学
生
を
支
援

す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
海
外

留
学
は
短
期
間
の
語
学
留
学
か
ら
、

半
年
ま
た
は
１
年
間
の
交
換
留
学
、

留
学
先
を
自
分
で
選
ぶ
認
定
留
学

ま
で
、
目
的
に
応
じ
て
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
海
外
留
学
や

国
内
外
で
の
学
外
活
動
を
支
援
す

る
奨
学
金
制
度
も
充
実
し
て
お
り
、

毎
年
多
く
の
学
生
が
奨
学
金
を
利

用
し
て
学
外
で
の
学
び
を
経
験
し

て
い
ま
す
。

文 学 部
Fa c u l t y  o f  L e t t e r s

What’s New!

海外留学を支援する奨学金

学外活動を応援する奨学金

奨学金名 対象 給付額（年間） 給付人数（年間）

文学部短期留学
プログラム給付奨学金

中央大学短期留学プログ
ラムに参加する学生 18万円 20名程度

文学部
長期留学奨励奨学金

中央大学の長期留学（交
換・認定）制度を利用し
て留学する学生

留学期間1年の場合
／36万円
留学期間半年の場合
／18万円

15名程度

文学部
フランス語圏派遣留学生
特別奨学金
（卒業生篤志家寄付）

中央大学文学部の卒業生
である中安ちか子氏の篤
志を尊重し、文学部に在
学する成績優秀な学生
で、中央大学の長期留学
制度を利用してフランス
語圏に留学する学生

留学期間1年の場合
／最高50万円
留学期間半年の場合
／最高25万円

4名程度

奨学金名 対象 給付額（年間） 給付人数（年間）

学外活動応援奨学金

国内外でフィールドワー
ク、ボランティア、イン
ターンシップ等に取り組
む学生

10万円、20万円、
30万円のいずれか
を選択

20名程度

横断的な

学 び

［2018年度 文学部卒業生 業種別就職状況］

ホテル・飲食 2.5%

医療・福祉
1.9%

旅行・生活関連
サービス 3.0%

公務 8.4%
サービス
その他 8.5%

その他 2.2%
マスコミ 3.9%

教育・学習
支援 9.7%

専門・技術サービス
2.8%

建設 2.5%

メーカー 8.5％

運輸 4.4%

不動産・リース 4.8%

金融・保険
11.5%

卸・小売
13.6%

通信・情報
サービス
11.8%

文学部生（2018年度卒業）
の就職状況と傾向
文学部卒業生の就職先はさまざまな業
種にわたっています。なかでも主要な
業種は、■卸・小売 ■通信・情報サー
ビス ■金融・保険■メーカーとなって
います。また、他学部に比べて教育・
学習支援業に就職する学生が多いのも
特徴です。文学部で学んだ「知識」と「教
養」と「課題へのアプローチ・スキル」
は社会で高く評価され、2018 年度の
就職率は 98％を超えています。

What’sNew!
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文
学
部

大
学
２
年
間
で
学
ん
だ
英
語
力
を
試
し
て

み
た
い
と
考
え
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス

ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
工
科
大
学
で
の
短
期
留
学
に

参
加
し
ま
し
た
。
日
本
で
の
生
活
と
違
い
、

日
常
会
話
が
す
べ
て
英
語
と
い
う
環
境
で
は

日
本
語
で
考
え
て
変
換
す
る
の
で
は
追
い
つ

か
ず
、
即
座
に
英
語
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
即
応
力
が
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
で
の
会
話
に
お
い

て
は
、「
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
と

い
う
意
思
が
い
か
に
大
切
か
も
実
感
し
ま
し

近
年
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

「
日
本
ら
し
さ
」
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
日
本
の
マ
ン
ガ
や
ア
ニ

メ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
世
界
で
は
ど
の
よ
う

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
最
先
端
の

文
化
が
集
ま
る
パ
リ
で
調
査
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
１
９
７
０
年
代

か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
が
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
、

２
０
０
０
年
か
ら
は
「Japan Expo

」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
的
に
開
催
さ
れ
る
ほ

ど
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
人
気
は
高

い
で
す
。
私
は
昨
年
10
月
に
パ
リ
を
訪
れ
、

た
。
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
留
学
生
や
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
喜
怒
哀
楽
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で

「
生
き
た
英
語
」に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
ゼ
ミ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
小
説
や
映

画
を
取
り
扱
い
、
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
意
味

や
登
場
人
物
の
行
動
の
意
味
、
時
代
感
覚
を

考
察
す
る
と
い
う
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
大
学
で
は
英
語
力
を
身
に
つ
け
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
留
学

や
ゼ
ミ
を
通
じ
て
、
生
き
た
英
語
か
ら
多
様

な
世
界
観
を
表
現
す
る
言
葉
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
切
り
口
で
「
英
語
」
を
学
ぶ
機
会
に
恵

ま
れ
、
想
像
以
上
の
力
が
つ
い
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
就
職
活
動

が
始
ま
り
ま
す
が
、
大
学
で
得
た
こ
の
「
英

語
力
」
を
活
か
せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「Expo Paris M
anga

」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
、

市
内
の
書
店
、
マ
ン
ガ
喫
茶
、
ケ
ラ
ー
通
り

と
呼
ば
れ
る
オ
タ
ク
系
の
シ
ョ
ッ
プ
が
集
ま

る
地
域
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
マ
ン
ガ
や
ア

ニ
メ
好
き
の
人
々
は
純
粋
に
ス
ト
ー
リ
ー
や

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
楽
し
ん
で
お
り
、特
に「
日

本
的
」
な
も
の
は
感
じ
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
む
し
ろ
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
「
無
国
籍
性
」
こ
そ
が
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
要
因
で
あ
り
、「
日
本
ら
し
さ
」

を
強
調
し
よ
う
と
す
る
の
は
日
本
側
の
エ
ゴ

に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
調
査
は
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が

「
好
き
な
人
」
を
主
な
対
象
と
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
対
象
を
広
げ
、
一
般
の
人
々
に
は
ど

の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
か
を
調

査
・
研
究
し
卒
業
論
文
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学外での 
学び
1

学外での 
学び
2

野
の

口
ぐ ち

	暁
あ き

生
な り

文学部人文社会学科英語文学文化専攻3年
東京都立清瀬高校出身

梶
か じ

田
た

	理
り

恵
え

文学部人文社会学科社会学専攻4年
愛知県立旭丘高校出身

短
期
留
学
と

ゼ
ミ
で
学
ぶ

さ
ま
ざ
ま
な
「
英
語
」

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
は

本
当
に
世
界
に
通
用
す
る
の
か

パ
リ
で
調
査
し
ま
し
た

オーストラリアに短期留学
（短期留学プログラム給付奨学金受給）

パリで調査活動を実施
（学外活動応援奨学金受給）

スウィンバーン工科大学校舎
オーストラリアでは落書き
も「アート」

学外での

学 び

パリにあるゴスロリファッ
ションのショップ

「Expo�Paris�Manga」で
コスプレを楽しむ人たち
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